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(3) 塔状鋼構造物で一般的に使用される JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 SS400， SM490 およびJIS G 3129鉄塔用
高張力鋼鋼材SH590Pの鋼素材が高速繰返し荷重を受ける場合の力学的性質の変化を検討し塔状鋼構造物に作用す
る載荷速度範囲では降状点，引張強度およびひずみ硬化開始点のひずみは載荷速度の上昇に伴い増加し破断伸びは
載荷速度の上昇に伴い低下するが，高強度鋼ほど載荷速度の影響は小さいことを明らかにしている。また繰返し載荷
における定常状態での復元力特性は載荷速度の影響をほとんど受けないことを明らかにしている。
(4) 鋼構造物の接合方法として一般的なアーク溶接やファスナーによる接合部を対象とした繰返し荷重に対する載荷
速度の影響を検討し突合せ溶接接合では載荷速度の影響は素材に近い傾向を示す。溶融亜鉛めっき高力ボルト接合
では，載荷速度の上昇に伴い，主すべり荷重は上昇し，繰返し載荷時のすべり荷重は初すべり以後低下するが，低下率
は載荷速度の上昇に伴って小さくなる o 支圧・せん断型の中ボルト接合部では載荷速度の増大に伴って単調引張載
荷では降状点は上昇するが，繰返し載荷による復元力特性は載荷速度の影響をほとんど受けないことを明らかにして
いる。
以上のように本論文は，塔状鋼構造物の素材や接合部に地震や変動風による高速荷重が作用する場合の力学的挙動に
関して多くの知見を含んでおり，建築工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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